病棟チームカンファレンス記録

平成30年8月17日(金)　　　　　司会：木村　佐江子　　記録：松橋　益信　　
	藤原
	木村
	川守田
	藤田
	中野
	田口
	清川
	三浦
	羽田

	公休
	◯
	公休
	◯
	準夜
	公休
	年休
	◯
	深夜

	松橋
	原子
	石橋
	秋山
	
	
	
	
	

	◯
	
	深夜
	準夜
	
	
	
	
	



＜連絡事項＞
・特記なし。

＜患者様連絡事項＞
・山口　富造様～本日午前、入院費支払いのためスタッフ同伴し青森銀行へ外出しています。

・沼山　深雪様～本日10:00～8/19(日)17:00まで外泊となっています。

・中川原　義雄様～服薬ボード購入しています。本日外泊からの帰院時に、ご家族へ領収書を渡しています。

＜要注目患者様＞
・瀧澤　杏奈様～妄想に左右された言動は見られませんが、朝食はお茶のみ、昼食も1/3
程度の摂取に留まっています。拒薬はありません。引き続き、精神症状観察し、妄想言動が見られる時には現実検討を促していきましょう。

[bookmark: _GoBack]・内田　都影様～本日、起床時のコーヒー(スタッフオフィス預かり)が見つからなかったことから不機嫌となり、朝食不食されています。スタッフ側の不手際であったため謝罪していますが、嗜好品の自己管理を涙ながらに訴えていました。昼食は遅れながらも声掛けに応じ移動、全量摂取されています。診察時の主治医よりの言葉を都合の良いように解釈し、プログラムを拒否するような発言も見られていました。引き続き、プログラム参加を促し、統一した対応をしていきましょう。自己管理に関しては、他者とのやり取り等トラブルに発展した際には、移動(閉鎖病棟)も視野に入れていくなど、担当を中心に再検討していきます。

・小笠原　文人様～気分高揚続いており、奇異行為見られています。プログラムの拒否はありません。曜日・日時に関してあやふやとなっており、服薬時、間違った薬包を持参することあり介入しています。引き続き、他者トラブル(特に成田様)に注意し、服薬時は都度確認を怠らない様にしていきましょう。

＜田名部Ｄｒケース検討・退院支援委員会＞
・瀧澤　杏奈様～「生理だけど妊娠してます。」といった言動はありますが、以前より訴え
のトーンは落ち着いてきています。夜間睡眠はとれるようになってきているようですが、診察中質問に対しては否定的な答えが目立っています。引き続き、精神症状観察し、妄想言動がある時には現実検討を促していきましょう。リスペリドン(2）2T→(1)2Tへ変更となっています。睡眠状況の観察もしていきましょう。期限を定めず、治療継続していきます。

・若沢　広志様～特に変わりはなく経過し、気分状態的にも安定はしていますが、ややイライラはある様子伺えます。盆中外泊にも行かれていますが、それ以前からも夜間睡眠がとれない状況が続いています。現在、同じ病棟内での女性患者に対しての好意があるような話もしていたということで、治療の妨げにならないよう、主治医より指導を受けています。本人様より、障害者年金の申請状況を確認する発言聞かれ、PSWへ確認していきます。ネルボン(5)1T→(10)1Tへ変更となっています。睡眠状況観察していきましょう。退院先となる元妻との関係次第ではありますが、目途の3ヶ月まで治療継続していきます。

・齋藤　光枝様～同室の澤口様より、尿臭がするとのクレームあり。訪室すると、尿汚染された衣類をベッド柵へ掛けていました。回収し本人へ確認していますが、尿失禁は認めない発言聞かれています。診察時、主治医へは先日トイレで転びそうになったので、今朝トイレでは慎重に動いたためズボンに少しひっかけたと話されています。又、友人の所への外泊は良いかと確認することありましたが、親のみ可と伝えています。本人の尊厳との兼ね合いもありますが、尿取りパット・防水シーツ等の購入・依頼を検討して行きましょう。母様は、歩行器を使用しているうちは、退院(受け入れ)は困難と話されています。治療継続とともに、ADL低下を防ぐ関わりもしていきましょう。

・成田　富士子様～最近は、インスリン拒否などの行為は無く経過しています。ただ、不穏な男性患者に刺激され、イライラを強めることはある様子です。ロラゼパムを頓服することが目立っています。スタッフから言ってもらった言葉に励まされて、現在は頑張れていると話されています。身体面で視力低下があるとのことで、眼科受診をしたいと訴えていました。引き続き、他者トラブルに注意し、処置の必要性を伝え、病識を持てるよう介入していきましょう。受け入れ先を見つけるのが難しい患者様です。治療継続していきます。

・千葉　光広様～腰痛の訴え引き続きあり、臨時薬のカロナール7日分継続処方となって
います。8/22(水)他科受診・市役所での手続きのため外出予定です。保
護者である母様ご存命の内に、受け入れ先を検討していきます。

・伊藤　義彦様～特に変わりはなく経過しています。精神症状的にも陽性症状の顕在化はなく、落ち着いて疎通が取れています。盆外泊から帰院し、弟様からは「来年になったら自宅退院でよい。」と言われた、と話していることがあり確認していきます。青山荘体験利用も視野に入れていきます。

・高橋　伸治様様～母親が死去したことに対して、気分が悪くなるといったこともなく過ごされています。夜間睡眠はとれ、食事摂取も出来ています。身体面でも疲れ易さなどなく、作業療法ではロジックを行えています。精神病陽性症状もなく、気分的なイライラもない様子です。

・犾守　佑太様～「体調はとてもいいです」と話されています。夜間睡眠はとれ、食事摂取も出来ています。精神症状面では、精神病陽性症状はなく、幻聴などの訴えもありません。イライラもなく、周辺の患者とのトラブルもないようです。作業療法では今は読書(車の本)をしています。

＜SST検討＞
・冷蔵庫内の氷ケースについて、相変わらず汚れ方がひどく、素手で氷を掴む患者様が
いる等、ルールが守られていない。撤去を伝える予定です。
・流し台・洗面所排水口内への痰の溜まり方がひどい。詰まりの原因にもなっている。
痰はティッシュペーパー等にとり、直接吐き捨てないようお願いしていく。
